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　　　　　　　　　　は じめ に

　本邦 に お け る 妊産婦死亡 は 急速 に低下 して お るが ，

まだ欧米 に 比 べ る とたか く ， そ の 空因で ある 産科シ ョ

ッ ク の 診断，治療 の 面 で 深 い 認 識 が あ る と は い え な

い．

　妊娠 ，分娩時 の循環動態は 内分泌機能の 変動，新陳代

謝 の 亢進，子 宮増大 に よ る腹部 圧迫，血 液諸性状お よ び

胎盤一胎児循環系 の 完成 な どの 影響 に よ り， 非妊時 よ り

か な りの 変動 を み る．こ の 環境に 大出血 とか ，感染 の 侵

襲 の 加 わ る機会は 多 く，そ の た め シ ョ ッ ク 症候群を み る

場合 もしぼ しぼお こ る．

　 シ ョ ッ
ク の 病態生理 は ，重要臓器を含む 全末梢組織の

血 液潅流 の 不 全 に よつ て お こ る の で ある．

　私 は東京女子医大に お い て ， 心 臓血 圧 研究所理 論外科

との 協同研究 に よ り ， 産科 シ ョ ッ ク の 本態を循環動態の

面か ら究明 し ， また そ の 治療対策の 確立 をは か る 目的 で

本研究 を お こ な つ た．

　今回 は 産科 シ ョ ッ ク 症候群 の う ち 臨床上 し ぽ し ぼ 遭

遇 す る 出血 性 シ ョ ヅ ク
， 仰臥位低血 圧症候群 （Postural

shock ），細菌性 シ ョ ッ ク 時の 循環動態を基礎的 に 実験 し

た・なお ，Postural　 shock に 対 して は 臨床面 で も検討 し

た の で
， あわ せ て報告す る．

　　　　　　　実験 材料お よび方法

　 1．基礎実験 （表 1）

　実験材料 ： 12  〜17  の 非妊娠雌犬群 と非妊娠犬 の 腹

駐に 氷嚢，あ るい は 直接大量 の 水 （約 2，000cc）を注 入

表 1　 実 験 方 法 及 び 材 料

L 基 礎 実験

　　非妊雌犬群，妊娠犬群，腹腔 内圧 上 昇犬 群 に っ

　　き．

　 a．体位変 換 （側臥 位 ⇔ 仰 臥 位）

　 b，脱血 e 還 血

　 c．腎静脈 分 岐部 直 下 　下 大 静 脈 遮 断 実 験

　 d．Endetoxin　Shock の 作 成

　 e．体循環乎均 圧 の 測定

　　f．シ ョ ッ ク の 治 療

　 　 以 上 を 電 磁 血 流 計 と 圧 力 ト ラ ン ス デ ュー
サ
ー

　　 を 用 い て 経時的 に 測 定 し，大 動 脈 圧，右心 房

　　 圧 ， 心 拍 出 量，末 梢 血 流 量，大 褪 静脈圧，腹

　　 腔内圧 を 測 定 し ，心 機 能 及 び 血 管 抵 抗 は 計算

　 　 に よ り求 め た ．
fi．臨床実験

　　 健康 婦 人，貧 血 婦 人，正 常 妊 掃，心 疾 患 妊婦

　　　に っ き，側臥 位 及 び 仰 臥 位 の 血 圧 ，心 拍 数，
　　 脈 波 の 測定

した 群 ， お よび 妊娠犬群 の 3群に つ き実験 を お こ なつ

た．な お ，全例 と も麻酔 は チ オ ペ ン タ ール ナ ト リ ウ ム 25・

  1  を 静 注 し ，気管内挿管 の もとに 呼 吸 を管理 した．

　実験方法

　 a ）実験項 目

　1）　側 臥 位 か ら仰臥位 ，仰臥位 か ら側臥位 へ と体位変

換に 伴 う循環動態の 変動

　1）　脱 血 ，還 血 に よ る 循環 の 変勳

　3）　腎静脈分 岐 部 直 下 の 下 大静脈遮断 に よ る変動
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　4） 人為的 エ ン ド トキ シ ソ シ ョ ッ
ク の 作制とそ の 変動

　5） 腹腔内圧 上昇時 の 体循環平均圧 の 変動

　6）　 シ
ョ ッ

ク の 種 々 薬剤に よ る治療の 効果

　 b ）実験装置

　 血 流量測定 の た め に ，電磁血 流計 プ ロ ーブ を 上 行大動

脈起始部と大腿動脈 に 設 置 し ， 大動脈圧，心房圧 ，大腿

瀞脈圧 ，腹腔内圧 な どの 測定 の た め に は 圧 カ ト ラ ン ス デ

ュ
ーサ ーを 用 い て ，ポ リ グ ラ フ に 記録 させ た．

　心機能お よび 血L管抵抗は表 2 の よ うに 計算で 求め た・

心 機 能 ＝

血 管 抵 抗

　　体循 環

表 2　 心 機能 お よ び 血管 抵 抗 の 求 め 方

　　心 拍 出量

　　右心 房圧

大 腿 循環

　 　 　 　 　大 動 脈 圧 一右 心 房 圧
全 末 梢＝
　 　 　 　 　 　 　 心 拍 出量

　　　　　大動 脈 圧
一

大腿静 脈 圧
動 脈系＝

静 脈 系 ＝

　 　 　 心 拍 出量

大腿 静脈圧一
右心 房 圧

　 　 　心 拍 出量

全 大腿 ＝＿左蜘 征 一右 心 房 圧

動 脈 系 ＝

　　大腿 血 流量

大動 脈Htl一大 腿 薄 脈 圧

静脈系＝一

　 　 大 腿 血 流 量

大 腿 静 脈 圧 一右 心 房 圧

　　 大 腿 血 流量

　 c ）実験使用薬剤

　 エ ン ド トキ シ ン シ ョ ッ ク に は ， デ nlフ コ の エ ン ド トキ

シ ソ 3 皿g1  を 静脈注射 ， 輸液 と して 低分子 デ キ ス トロ

ン 製剤 レ オ マ ク ロ デ ッ ク ス 10ml！kg，5 ％ ブ ドウ糖液を 用

い ， 副 腎皮質 ホ ル モ ソ は ，ハイ ド ロ コ
ー

チ ゾ ン （ソ ル コ

テ フ ）20  1｝啗を使用 した．

　 H ．臨床実験

　研究 対 象 ：東 京女 子 医 大 附属病院 と第二 病院産婦人科

をお とつ れた 外来患者 ， お よび 入 院患者を対象 に 測定 し

た．そ の うち わ け は 正 常 非 妊婦 8 例 ，重症貧血 を 伴 う非

妊嬬4 例，正 常妊娠中期 51例 ， 正 常 妊 娠後期 370例，先

天 性心 疾患を伴な う妊娠中期 11例 ， 同 じ先 天 性 心 疾患 を

伴 う妊娠後期 16例，後天 性心 疾患 を伴 う妊娠中期 6例 お

よ び 妊娠後期23例 で あつ た．

　研究方法 ： 実際 に 妊娠 ， 分娩時に循環機能 の 検査を充

分 に お こ な うに は 多 くの 制約 を うけ る もの で あ る．今 回

舷 被検者 に 安易に お こ な え る 血圧 ，脈拍数 の 経時的測 定

1と光電脈波計に よ る容積脈波 の 測定をお こ ない ， 正 常妊

娠 時，お よび 心疾思合併時 の 体位変換 に よ る 影響に つ い

て 観察検討 した．

　測定方法 ： 被検者を仰臥位に し ， 右手示指爪床部に 指

尖脈波用 プ ロ
ーブ，右第

一
趾爪床部 に 趾尖脈波用 プ ロ ー

ブ ，四 肢 に 心電計 ，上 膊 に マ ソ シ ェ ッ トの 血 圧計を装着

し，血 圧，脈拍数，指尖 お よ び 距尖容積脈波 ，第 H誘導

心 電図を記録 した．次 に ，左側臥位 ，再び 仰臥位，つ づ

い て 右側臥位 ，再度仰臥位 と して ，それぞれ の 位置で 1

分 ，5 分後 の 各 測定 を お こ な つ た ．

　脈波計測定法お よび分類

　容積脈波の 分類は 報告者に よ り種 々 である が
， わ れわ

れ は 吉 村 の 分 類 に よつ た ．脈 波 よ り波 形，波高，心 拍効

果 ， 昇脚時間 ， 駆血 時間 ， 等容縮期 ， 心 力係数な ど を も

とめ た 、

心 拍騾 一」物1飄響 ・ 心拍数   ・・ よる ）

　　　　　　　　　 霙験成績

　基礎面 ：

　 1．脱 血 e 還血 実 験

　無処置犬 で は （図 1 ），大勳脈圧 ， 右心房圧 ， 末梢静脈

圧 ，心 拍 出 量 と も脱血 後還 血 に よ り改良を み た が ，末梢

血 流量 の み は 還血 に て 低 下 を 示 した．腹腔 内 圧 上 昇 犬 と

妊娠犬 で は ， 還血 に よ り経 て 改善 した が （図 2 ），心 拍出

量 （図 3） の 増加が ，腹腔内圧上 昇犬 の 方が ，妊娠犬 よ

り も顕著で あつ た．

図 1　 無 処 置 犬 ：脱 血 ・還 血 に よ る 変 動
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図 2　腹腟 内 圧 上 昇 犬 ：脱 血 ・還 血 に よ る 変動

　 　 　 mmH9 ．m
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10

脱血 3eecc 還血 30Dec

図 3　 妊娠 犬 ：脱血 。還 血 に よ る 変 動

mmH9 ．

脱血 300co　 還 元 300cc

産 科 シ ev ク

　心機能 に つ い て み る と （図 4 ）　（心 拍 出量／右心房

圧）無処置犬で は ， 脱血後，還血す る と コ ン ト ロ ール 値

に もどるが ， 妊娠犬で は 脱血に よ る低下が著 し く還血を

お こ な つ て もな お 改善が み られ な か つ た ．

　 ∬．体位変換実験

　 a ）大動脈圧 に つ い て

　非 妊 無処 置犬 に お い て は （図 5 ），左側臥位 で もつ とも

高く， 仰臥位，さ らに 右側臥位 と 低下 した．腹腔 内圧 上

昇犬 で は （図 6），仰臥位 よ り宥側臥位に お い て 上昇，妊

娠 犬 （図 7 ）で は 左側臥位が 高く ， 仰臥位 ，右側臥位 の

順 に 低下 した．

　 b）右 心 房圧

　非妊 無処置犬 で は ，仰臥位に お い て 低 く，右側臥位 に

991

図 4　脱血 ・還血 時 の 心機能 （心 拍出量1心 房圧）

　 　 ml ／

晃
血

2eOm9
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血

200ma

図 5　 無 処 置犬 ： 体位変換 に よ る 変 動

　 mmH

　 　 　 脈圧

　 　 　 房匪

　 　 　 鱆脈 E

仰 臥 位　右側臥位

て 増加 し，腹腔内圧上昇犬 で は ，仰臥位 に お い て ， 左右

側臥位 よ り軽度に 上 昇 し ，妊娠犬で は ， 側臥位 よ り仰臥

位 に お い て もつ と も上 昇 した ．

　 c ）大腿静脈圧

　無処 置犬 で は ，側臥位 よ り仰臥位 に て 減少 し ， 腹腔内

圧上昇犬 で は，左側臥位 よ り仰臥位 が 上 昇 し，妊娠犬で

は ，仰臥位が 軽度 に 減少 した．

　 d ）大腿血 流量

　無処 置犬で は ，左側臥位 よ り仰臥位 で やや 減少 し ， 右

側臥位が最 も増量 ，腹腔内圧 上 昇犬 に お い て も無処置犬

と同 様 の 結 果を示 した が
， 妊娠犬で は，仰臥位が もつ と

も血 流量 の 減少を み た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

992

図 6　 腹腔 内圧 上 昇 犬 ： 体 位 変 換 に よ る 変 動
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図 7　 妊娠犬 ： 体位変換 に よ る 変 動
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図 8　体位 変 換 に お け る 心 機 能 （心 拍 出量！心 房圧）
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　 e ） 心拍出量

　無処置犬で は ，仰臥位 ，右側臥位 で増加す る が
， 左側

臥 位 に お い て 最 も低下 し，腹腔内圧上 昇犬 で も同 様 の 結

果 を と る が
， 妊娠犬 で は ，右側臥 位 が もつ と も低下 を示

した．

　次に 上記 の 測定値か ら心 機能お よび 血 管抵抗を算出す

る と ，

　心 機能 ： （心 拍出量を右心 房 圧 で 除 した 値）　（図 8 ）

　無処置犬 で は 左倶L 仰臥位 ，右側 の 順 に 機能 の 低下を

み る が ，腹腔内圧 上 昇 犬 で は ，仰臥位に お い て や や 低下

左
下
側

臥

位

仰

臥

位

右
下

側
臥

位

し，妊 娠 犬 で は，仰臥位 に て 低下 をみ る が ， 側臥位 との

差 が は な は だ しい ．

　血管抵抗に つ い て は ，　（図 9 ）全動脈系血 管抵抗 と大

腿循環動脈系 血管抵抗 が ，腹腔 内圧 上 昇犬 と妊娠犬 に お

い て と もに 側 臥 位 に お け る よ りも仰臥位に お い て 増 加 し

た が ，そ の 増加 は ，大腿循環系が よ り目立 つ た．ま た 静

脈系に 関 して も同様の こ とが い える が
， 非妊無処置犬 の

大腿循環静脈系血 管抵抗 は 仰 臥 位 に お い て 逆 に 低下 を み

た．

mmHgtmn 〆r．1卩
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50
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図 9　 体 位 変 換 に お け る 血 管 抵 抗
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　 皿　 腎静脈 分岐下 の 下 大静脈遮断実験

　非妊無処置大に 下大静脈 の 腎静脈分岐部直下 に 糸を か

け，腹睦外 に 誘導 し遮断 して ，血行動態 の 観察 を お こ な

つ た ．

　大動脈圧 ，右心 房圧 ，心 拍出量 は軽度に減少 した が ，

大腿静脈圧 は 上 昇 し，大腿血 流量 は 減少 した 　大腿循環

血 管抵抗 と大腿血 流量 とを （図 10）腹腔内圧上 昇時 の 夫

々 と比較 して み ると腹腔内圧上昇大が著明に変動 した

　W 　腹腔内圧上昇時 の 体循環平 均 圧 （図 11）

　心 室細動 を約10秒冏 お こ して
， 動脈圧 と中心静脈圧 と

が平衡す る 点を 求 め る と ，
つ ま り体循環平均圧 は正需時

は 10    である か ， 腹腔内圧を 15    に 上 昇 した 時 の 平

均圧 は 15mmd9と上 昇 し， 再 び 腹腔内圧を 0 に もどすと 8

    と低下 した　つ ま り腹腔内圧上 昇時 に は 平均圧 が 増

加 し，血管容 量 は 小 さ くな る こ とか 判明 した．

　 V 　人為的 エ ノ ド ｝・キ ノ ン ・ノ ヨ ノ ク

　腹腔内圧上 昇犬 と妊娠犬 ともに ，夫々 倉速に エ ン ド ト

va ノ ノ 3   〆  を 注 入 す る と，心 機能 は （図 12）腹腔内

圧 上 昇大 て は 緩徐 に 下降す る の に反 して ， 妊娠犬 て は 2

分後に 急速 に 下降 し，こ の 状態が 約20分持続 し て 映復 し

た　血 管抵抗をみ る と腹腔犬で は 徐 々 に 上 昇す る の に 反

し， 妊娠犬 て は 注入後 2 分後か ら急速 に 上 昇 し ， 心機能

と 同様20分後 に 威復 した．

meJmn

150

1。。
↓

図 10　腎下 部下 大静 脈 人 工 遮 断 に よ る

　　　 大 腿循環血 管抵抗及 ひ 血 流 量
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図 12　 ＝ ソ ド ト キ シ ン 3   ！kg注 入 後 の 心 機 能
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図 13 エ ン ド ト キ シ ン 3   1kg注入 後 の 全血管抵抗
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　　　図 14　体 位 変 換 に よ る 血 圧 の 変 動
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　全動脈系 ， 静脈系抵抗 （図13）ともに 同様 の 結果を示

し た が ， 大腿循環血 管抵抗 は 多少 お くれ て 約 7 分後 に ピ

ーク が み られ た ．

　VI，シ
ョ ッ

ク 治療薬剤投与後の 血行動態

　輸液，輸血 ，副腎皮質 ホ ル モ ン 剤などを投与 し，循環

動態 をみた が ， い ずれ の も の で も心機能 の 同復をみ た

が ，とくに 低分子デ キ ス トラ ン 10ml！kg 使用例 が 著効を

示 し た ．

　臨床面 ：

　 1．体位変換 に よ る血 圧お よ び脈拍 の 変動

　 1） 血 圧 の 変動

　側臥位よ り仰臥位 に 体位変換をお こ な い 血 圧 の 変動 を

経時的 に み る と （図 14）仰臥位 1 分後 で 最高血 圧 は 全被

検群と も上昇 を示 し，最低血圧 は 高度貧血 を 伴 う非妊婦

の 一3．13％の 減少率 を の ぞき，他 の 被検群 は 上昇 を み

ξ三 世
、

／

ol− ≒一一一一
側

臥

位

仰

臥
位
1
分

仰
臥
位
5
分

体位

た，そ して 心疾患を 伴 う妊娠群 は正常妊娠群 よ り上 昇率

が高い こ とが み られ た．

　仰臥位 5 分後 は 全 被 検群 と も多少 の 上 下をみ た が ， 大

体安定 した 状態を示 め した．

　脈圧を み る と心疾患合併 の 妊娠後期 の 仰臥位 1分観の

39．62の 減少 を の ぞ き ， 重症貧血 を伴 う非妊婦を ピ ーク

に ，正常妊娠中期 ， 心 疾患妊娠中期 ， 正常妊娠後期 ， 非

妊婦 の 順 に 上 昇 し て い る．仰臥位 5 分後 は ，心疾患合併

の 妊娠後期を の ぞ き他 の 被検群 に お い て い ずれも減少 し

て い る．

　2）　脈拍の 変動

　側臥位 よ り仰臥位へ の 体位変換 で 脈拍の 変動 を 経時的

に み る と （図15），仰臥位 1 分後に お い て は 非妊婦 ，心疾

患 合 併 の 妊娠後期 ，心 疾患合併 の 妊娠中期 ， 正常妊娠後

期 とふ え て い るが 特 に 正 常妊娠 後期が一番著 明 に 増加 し

て い る．正 常妊娠中期，重症貧血 を 伴 う非 妊婦 の み 減少

を み た ．

　仰臥位 5 分後 に お い て は 正 常妊娠後期の み 仰臥 位 1分

に くらべ て 急激に 減少 して い る．そ の 他は 軽微 の 上 下 の

変動 を み た ．

　3） 心 疾患 合 併群 の 心 疾患別 の 血圧の 変動に つ い て

　側臥位か ら仰臥位と し 1分後 の 最高 ， 最低血 圧 に つ い

て ，心 疾患合併の 妊娠全群 ，先天性 ， 後天性を とわ ず ，

N 工工
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図 15　体位変換 に よ る 心 拍効果 の 変 動 （指 尖 脈 波 ）
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い ずれも上昇を記録 し て い る．

　仰臥位 5 分に つ い て ，後天性心疾患合併 の 妊娠中期の

み ， 仰臥位 1 分と くらべ る と変化 が 大きい が
， 他 の 心疾

患合併妊娠群に は 著変を み なか つ た．

　脈 圧 を み る と，側臥位 か ら仰臥位 1分後で は ， 先天 性

心疾患合併 の 妊娠中期 の 上昇を の ぞき ， 後天性心疾患合

併の 妊娠中期 ，後 天性 心 疾 患 合 併 の 妊 娠 後期，先 天 性心

疾患合併 の 妊娠後期 の 順 に 減少して い た ，

　仰臥位 5 分 に つ い て み る と，後天 性心 疾患合併 の 妊娠

中期の 急激な上 昇 をみ る 以外は 別 に 著変をみ なか つ た．

　 4） 心疾患合併群の心 疾患別 の 脈拍の 変動 に つ い て

　側臥位 よ り仰臥位へ の 体位変換に よ る 脈拍 の 変動 を み

る と，仰臥位 1分後に お い て全 群増加 して い た．

　仰臥位 5 分後に は ， 後天性心疾患合併 の 妊娠中期 の 急

減をみ る以外 に ， そ の 他の 群 に お い て 著変 を み な か つ

た．

　 五．脈波測定か らみ た 体位変換 に よ る循環動態

　 102例 に つ い て ，フ ク ダ 製三 要 素心 電 計 DU −3S 型 に

同 社製光 電 脈波計 PT −300 を接続し ， 指尖 お よ び趾尖容

積脈波 と第 2 誘導心電図とを 同時 に記録 した もの か ら検

討 した・

　1）　体 位変換 に よ る 心拍効果 の 変動 （指尖脈波）　（図

ユ6）

　側臥位 よ り仰臥 位 へ の 体位変換 に よる 心 拍効果 の 変動

を 経時的 に み る と，仰臥位 1分後 に お い て ， 先天性心疾

患妊娠中期を の ぞき ， 他 の 1群 は 減少 して い た．正常妊

娠後期 が 最 も減少 が 高い （20 ．28％），心 疾患 合 併例 で

995

は ，先天性心疾患妊娠後期 （⊥2．92％），後天性 心 疾患妊

娠後期 （12．74％） と ほ ぼ 同 じ減少率を示 め した ，

　仰臥位 5分後 は ， 8群 ともに 減少 して お り，そ の 減少

率は 仰臥位 1 分後 と同 じく正常妊娠後期が 最 も高 く，つ

い で 貧血 群 ，先 天 性お よ び 後天性心 疾患合併 の 妊娠後期

群 で あつ た．正常妊娠，心疾患合併の 妊婦 と もに妊娠中

期 よ りは 妊娠後期 に お い て 減少率が高か つ た，

　先天性心 疾患と後天性心 疾患 の 面 に は 差が み られなか

つ た ．

　興味あ る こ と は，仰臥 位 1 分 後 に 急 激 に 心 拍効果 の 減

少を み るが
，

5 分後の 減少率は 少ない こ とで あ る．

　非妊婦 ， 貧血 群は ，正 常妊娠後期 の 数 に 近似 して い

る．

　側臥 の 心拍効果を基準 （1．00） として
， それぞれ の 変

動率を換算す る と，正常妊婦 ，心疾患妊婦 ともに ，妊娠

後期 の 減 少率 は 高 い こ とが 認 め られ る ．

　妊娠後期 に お け る正常妊婦と心疾患合併妊婦 の 体位変

換に お け る心 拍効果 の 減少率 の 比較 ：

　正 常妊 婦 の 減少率 が もつ とも高い
， 経時的 に み る と．

正常 お よ び 先天性心疾患妊婦 は 同程度の 減少率 で あ る

が ，後天性心疾患妊婦 は 1 分後 よ り 5 分後に さ らに 減少

して い る．

　2） 趾尖脈波か らみ た 体位変換 に よ る 心拍効果 の 変動

（図 16）

　側臥後よ り仰臥位 へ の 体位変換 1分後に お い て ， 指尖

図 16 体位 変換 に ょ る 心 拍効 果の 変 動 （趾 尖脈波）
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脈波の 心拍効果 と異な り， 正常妊娠中期は逆 に増加 して

い る．妊娠後期 に は 軽度 な が ら減少 して い る，心 疾患合

併妊婦 の うち ，先天性心疾患妊婦 は 正 常妊婦群 と同 じ く

中期に 増加 し，後期 に 減少 して い る．後天 性心疾患 は ，

逆 に 中期 に 減少 し，後期 に 増加 し て い る． 5分後 は こ

の 変動は著明に あらわれて い る．すなわち，正常妊娠後

期，先天性 心疾患合併 の 妊娠後期 の もの は ，逆に 増加 し

て い る．

　経時的 に 変動を み る と，指尖脈波 で は ，1 分後に 急激

に 減少 し，5 分後 に 軽度 の 減少で 大体に お い て 横ばい 状

態で あ る が
， 趾尖脈波に お い て は ，1 分後 に も 5 分 後 に

も い ち じる しい 変動 の 差を み なか つ た ，

　 側臥位を 基準 （1．00） と して そ れ ぞれ の 変動率を み る

と こ の 関係が は つ き りとみ られ る．

　 以上 の 臨床的実験成績か ら

　 1）　 体位変換時 の 血 圧 ， 脈 圧 ， 脈 拍数 の 測 定 に お い

て ， 最高血圧 ， 最低血圧に つ い て 重症貧血を伴 う非妊婦

塗 の ぞ きすべ て 仰臥位 1分後 に 上 昇をみ た．脈 圧 ，脈拍

’
も心疾患合併妊娠後期 の 減少 を の ぞき，増加 を 記録 し

一2i。5 分後 に血 圧の 変動はす くない が ，脈圧 は 心疾患合

併 の 妊娠後期 の み 増 加 した が
， 他 の 群 は 減少 し て い る．

脈拍数 は 正常妊娠後期 の み 王分後と くらべ 急激に 減少 し

て い るが ，他 の 群 に 変化は す くな い．

　2）　脈波か らみ た 体位変換時の 心 拍効果 の 変動

　 （1）　正 常非妊婦，貧血婦人に も体位変換 に よ り心 拍

効果の 減少を み る．　 （2） 妊娠月数の 増加 と ともに 正常

妊娠群 ， 後 天 性心 疾患合併群 は 心拍効果 が 減少 して い

る．その 程度は 正 常妊娠群 の 方が 高 い ．　（3） 心 拍効果

の 減少は 仰臥位1 分後に 急 tw：C み られ ， 5分後に 軽度で

ある，　（4）心疾息妊婦は 先 天 性 の も の よ り後 天性群が減

少 して い る．　（5） 趾尖脈波 よ り得た 心 拍効果 の 変動 は

経時 的 に み て 指尖脈波 よ り変動が少な く，1 分，5 分後

の 減少率もほ ぼ同率 で あつ た ．

　妊娠後期仰臥位低血圧症候群 Supine　Hypotensine　Sy−

ndrome 　in　Late　Pregnancy （shs ）の 報告は す で に か な り

前 か らい わ れ て い る E す な わ ち ，Hansen 　1942，　 Mc 　Ro −

berts
， 1951，　 Mengert 　et　al　 1953， な どがあり本邦 で は

小林隆，渡 辺 等，津 田，川原等 ， 加藤 な どの 報告 を み

る．

　本症候群の 発生機転に つ い て ，多 くの 学者 は 仰臥位時

の 増大 し て い る妊娠 子 宮に よ る 下 大静脈 の 機械的圧迫 に

よ つ て ，静脈還流が障害 され 心 拍 出量 の 減少 が お き，そ

の 結果 血 圧下降が お き，そ の 他 の 随伴症状が つ ぎつ ぎと

お こ る とい う説をとなえ，こ の 説 の 支持者 も多 い ．

　 ま た 本症が 妊娠後期 の 婦人 に 必発で な い こ とか ら，下

大静 脈 圧 迫 の み に よ る 単
一

因子 で な く神経 ，精神 因 子 も

関与す る とい う Winzeler
，
　 Fekete

，
　Kerr

， 加藤な どの 報

告もみ る．

　今回の わ れわ れ の 実験成 績か ら仰臥位低 血 圧 症候 群 の

主 症状 の 低血 圧 は み られ な か つ た．

　 しか し基礎実験で 腹腔内圧上昇犬，お よ び 妊娠犬 で の

仰臥位時 の 静脈帰来 の 減少が お き臨床実験に お い て 脈波

測定 に よ る心拍効果 の 仰臥位時 の 低下 が み られ た．す な

わ ち基礎実験 な らび に 臨床実験 か らみ て 妊娠時 は仰臥位

に な る と静脈帰来減少 が すべ て に お こ る こ とが わ か つ

た ．

　 こ の こ とか ら妊 娠時仰臥位低血 圧症候群 が お こ りや す

い と い わ れ て い る こ とを 妊娠時 は 仰臥位静脈帰来減少症

候群が お ぎる と表現 した い ．

　す なわ ち 加 藤 の 分類 の 非 典型的妊娠後期仰臥位低血 圧

症候群 もこ の 説明に よつ て 解決 で きる と考え る．

　低血 圧症状 は み な く と も循環面に お い て か な りの 静脈

還流障害 が お きて い る こ とを 注 目 しな け れ ば い け な い．

　今後臨床 面 で 脈波測 定 の 例数を ふ や し ， 予防的指標を

示 した い と考えて い る．

　　　　　　　　　　 ま と め

　妊娠 お よ び 分娩を循環面で と らえ る と きは ，内分泌的

な 心 臓 血管系特性 の 変化 と末梢血 管こ と に 低圧系 で あ る

静脈の 特性に 対す る 機械的な 圧迫 ，あ る い は そ の 解除 の

影響を，血液量増加，血液組成 の 変化や 羊水 塞栓 な ど に

よ る 血 液凝 固の 変 化 や そ れ に よ る 微少循環 の 異常 と と も

に 考えなけれぽな ら な い ．こ の 総論的基盤 の 上 に ，出血

や感染が 加わ る と，一連の 産科 シ ョ ッ ク 症候群を呈 し ，

そ こ に 特異性 が 形成 され る もの と考 え られ る．

　わ れわれ の 実験的研究に よつ て 妊 娠時 の 心 機能 は 予備

が 少な く，仰臥位 や 出血 ， 感染に よつ て 容易 に そ の 低下

を来す素地 を 有す る こ とを 知 つ た．ま た 末稍血管 の 収縮

が こ れ らの 条件 の 加わ る こ とに よつ て 促進 され ，こ れ が

低下 した 心機能 に 伴 う低 心 拍出量 を 末稍主要臓器 に 配 分

す る の に 大 きな 障害 とな る こ とが 推定 され た ．

　 また 腹腔 内圧 上 昇 とい う妊娠模疑実験 で ， 血 管 系 こ と

に 静脈系 の 容 量 が減少して い る こ とが 循環平均圧 の 測走

か ら知 られ た，こ の 状 態で 多少の 出血 が起 り，血 液量が

減少す る と静脈帰来抵抗が 正 常の 揚合 よ り増 加が は げ し

く，心房圧 上 昇 ， 心 拍出 量 の 減少が お こ りや す い とい え

る．
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　基礎実験お よび 臨床面 の 成績 か ら仰臥位低血 圧症候群

の 低血 圧 の 主症状を み と め る こ とがで きな か つ た が ， す

ぺ て に 体位変換 で 仰臥位後す ぐに 静脈帰来の 減少を認 め

た ， 即 ち仰臥位静脈帰来減少症候群 が どの 例に もお こ つ

k こ とで あ る。

　 本 研 究 を シ ン ポ ジ ウ ム と し て 発表 す る 機会 を 賜 っ た 日

本産 科婦人科学会会長 明 石 勝英教授，及 び 本 シ γ ポ ジ ウ

ム を 遂行す る に あた り多 くの 労 を と ら れ た 座 長 品 川 信良

教授，並 び に 会員各位 に 厚 く感 謝 す る．

　 な お 御指導，御鞭撻 い た だ い た 川 上 教 授 ， 東 邦 大 学 林

教 授，ま た こ の 実験 で 直接御指導 を う け た 心 臓 血 圧 研 究

所 理 論 外 科 堀 原 一教 授，大 田 和 夫 教 授，鰐 渕 重 彦 先 生，

そ の 他 御 助 言 を い た だ い た 多 くの 先 輩諸先生 に 深謝 す

る．な お こ の 研 究 の た め 日夜 努力 し，こ の 発表 の 基礎 を

っ く っ て も ら っ た 共 同 研 究 者 の 諸 氏 ，と く に 井 口 登 美 子

講師，黒島淳子講師，黄長 華助手 の 献身的協力を 厚 く感

謝す る．

　 な お 本研究費 の
一

部 は 文 部 省科学 助 成 金 及 び 武 田科 学

振 興 財団奨学 費 に よ っ た こ とを 記 し 感謝 す る．
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